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株式会社ソディック 

2025 年 1月 6日 

 

株式会社ソディックは、2025 年１月 1日（水）付で「射出成形機事業部」を「産業機械事業部」へと組織改編い

たしました。 

 

■新技術や要素技術の開発に取り組み、活動領域を拡大 

当社の V-LINE®※1射出成形機は、軽薄短小のニーズに応え、小物精密分野を代表する電子部品や接続機

構部品の生産供給市場において強みを持っています。また、これらの市場では、昨今のロジック半導体やチッ

プレットの進展からもうかがえるように、微細・精密部品への需要がさらに高まっています。 

そこで、当社ではこうしたニーズに応えるため、射出成形機事業部を産業機械事業部へと組織改編を行いま

した。今後は、新技術や要素技術の開発と向上に努め、革新的な技術を搭載した機械装置の提供を通じて、ハ

ード面でのさらなる成長を推進していきます。新素材や工法の開発、金型を含む自動化システムの需要に対し

て、お客様や装置メーカーと連携・協業し、活動領域を拡大します。 

 

■技能支援や遠隔サポートで生産現場の課題解決を支援 

加えて、人材不足やDX推進など生産現場の課題解決のために、成形加工や保守管理支援などソリューショ

ンサービスをはじめとするソフト面での成長も推進していきます。 

具体的には、人材育成カリキュラムの提供や、成形加工ノウハウを持つ専門スタッフを派遣し、機械装置の性

能を最大限に活用した高効率・高品質な製品づくりをサポートするため、既存のお客様への技能支援を行いま

す。さらに、射出成形機専用 IT/IoT 機能アプリケーション「V Connect Plus」※2での遠隔サポートによって、予

期せぬトラブルや繁忙期の早期処置の要請への適時適確な対応により、生産ラインの停止時間を最小限に抑

え、生産現場の生産性向上に貢献します。 

 

機械装置の開発とソリューションサービスの両軸でのさらなる展開を目指すことで、お客様の成長支援を通じ

た事業成長を目指します。 

また当社は、NC 装置、モーションコントローラ、リニアモータ、セラミックスをはじめとするコアテクノロジーを自

社開発してきました。これまで培ってきた技術力の融合や、優れた技術を持つ外部との連携などにより、射出成

形機に加え、産業全体に関連する機械装置の開発・製造、販売へと事業領域を拡大していきます。 

 
※1 V-LINE®：当社開発の射出成形機の射出可塑化構造。射出と可塑化の工程を分離することにより、 樹脂の均一な可塑化と
ハイレベルな計量・射出精度を両立し、高精度な安定成形を実現。詳しくはこちら https://www.sodick.co.jp/tech/v_line.html 
 
※2 V Connect Plus：品質/稼働管理機能に射出成形機の遠隔操作機能を追加し、成形機の操作方法や成形時のアドバイスを遠
隔でサポートするサービス。詳しくはこちら https://www.sodick.co.jp/special/nagoya-pif2024/pdf/FIX_V_Connect_Plus.pdf 

 

 

「射出成形機事業部」を「産業機械事業部」に組織改編 

射出成形事業から産業機械事業への発展を目指す 

 

 

■お問い合わせ先 

株式会社ソディック 広報室  横浜市都筑区仲町台三丁目 12 番 1 号 

TEL：045-942-3111（大代表）  https://www.sodick.co.jp/ 
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